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令和６年度地下水の水質測定結果について 
 

１ 地下水調査方法の概要 

(1) 概況調査 

① 測定地点 

県内を348メッシュ（市街地２km、市街地以外５km）に区切り、６年で一巡する

ように選定。 

令和６年度は、39市町村56地点（井戸）で調査を行った。 

② 測定項目 

地下水の水質汚濁に係る環境基準項目28項目。 

表１ 地下水の水質測定項目 
区分(項目数) 水 質 測 定 項 目 

健康項目(28)  

 重金属等 

(11） 

カドミウム、全シアン、鉛、六価クロム、砒素、総水銀、アルキル水銀、 

セレン、硝酸性窒素及び亜硝酸性窒素、ふっ素、ほう素 

 
有機塩素系 

化合物等 

(13) 

ＰＣＢ、ジクロロメタン、四塩化炭素、クロロエチレン、1,2-ジクロロエタン、

1,1-ジクロロエチレン、1,2-ジクロロエチレン、1,1,1-トリクロロエタン、

1,1,2-トリクロロエタン、トリクロロエチレン、テトラクロロエチレン、 

ベンゼン、1,4-ジオキサン 

 農薬等(4) 1,3-ジクロロプロペン、チウラム、シマジン、チオベンカルブ 

③ 測定機関 

茨城県、水質汚濁防止法政令市（水戸市、つくば市）、 

水質汚濁防止法権限移譲市（古河市、笠間市、ひたちなか市、筑西市） 

(2) 汚染井戸周辺地区調査（以下「周辺調査」という。） 

概況調査により、①硝酸性窒素及び亜硝酸性窒素、ふっ素、ほう素については、

環境基準値を超過した場合、②それ以外の物質については検出された場合に、基準

超過又は検出された井戸（以下「汚染井戸」という。）の概ね半径500ｍ以内につい

て調査を実施し、汚染範囲を把握する。 

(3) 周知及び飲用指導 

汚染等井戸から半径約500ｍ程度の範囲に対して、汚染事実及び飲用上の注意につ

いての周知を実施する。 

(4) 周辺事業場調査 

周辺調査の範囲を包含する範囲において、汚染物質を使用等する工場・事業場ま

たは不法投棄などの、地下水汚染の要因となり得る事象について調査を実施する。 

(5) 継続監視調査 

過去の概況調査及び周辺調査において、環境基準超過が確認された地区の代表井

戸を継続的に監視する。 

 

２ 調査結果 

(1) 概況調査結果 

56地点で調査を行った結果、52地点で環境基準を達成し、達成率は92.9%であった。

環境基準の超過又は検出の状況は、表３のとおり。 
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表２ 概況調査地点の環境基準達成状況      ※（ ）内は令和５年度 

測定地点数(A) 基準達成地点数(B) 
基準達成率(％)  

(B)/(A) 

56(57) 52(56) 92.9(98.2) 

表３ 環境基準の超過又は検出の状況 

項  目 
調査 

井戸数 

検出井戸数 
検出範囲 

（mg/L） 

環境 

基準値 

（mg/L） 
 

うち基準 

超過井戸数 

(地区数） 

カドミウム 

56 

1 0 ( 0 ) 0.0006 0.003 

鉛 1 0 ( 0 ) 0.01 0.01 

トリクロロエチレン 1 0 ( 0 ) 0.007 0.01 

ふっ素 1 1 ( 1 ) 6.7 0.8 

砒素＊１ 3 0 ( 0 ) 0.006～0.009 0.01 

硝酸性窒素及び亜硝酸性窒素 48 4 ( 4 ) 0.02～41 10 

＊１ 有機砒素（DPAA）は不検出 

 (2) 周辺調査結果 

 概況調査により基準超過又は検出があった３地区において、周辺調査を実施した。 

 ※他４地区については付近に井戸がないか、既存の継続監視調査地点があるため

周辺調査を省略。 

汚染井戸から半径約 500m 程度の範囲に対して、汚染事実及び飲用上の注意につい

ての周知を実施するとともに、水道水質基準を超過した井戸設置者に対しては、保

健所から飲用指導を実施した。 

 

表４ 周辺調査結果 （令和７年６月３０日現在） 

 項 目 地区名 

環
境
基
準
値 

（m
g
/
L

） 

覚
知
井
戸
濃
度

（m
g
/
L

） 

周
辺
調
査 

井
戸
数 

 

検出等の原因 

検
出
井
戸
数 

検出範囲 

（mg/L） 

う
ち 

基
準
超
過
井
戸
数 

 
硝酸性窒素及び 

亜硝酸性窒素 
結城市大木 10 41 13 13 9 3.1～49 

汚染井戸周辺に、畑
地や畜舎があること
から、施肥等に由来
すると考えられる。 

 砒素＊２ 鹿嶋市平井 0.01 0.007 

周辺調査を省略 

（近傍地区の継続監視調査井戸

で監視を継続） 

－ 

 砒素＊２ 稲敷市古渡 0.01 0.006 

周辺調査を省略 

（近傍地区の継続監視調査井戸

で監視を継続） 

－ 

 
硝酸性窒素及び 

亜硝酸性窒素 
小美玉市三箇 10 19 6 6 1 0.03～19 

汚染井戸周辺に、畑
地や畜舎があること
から、施肥等に由来
すると考えられる。 
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 鉛 大子町中郷 0.01 0.006 
周辺調査を省略 

（近傍に井戸がないため） 
－ 

 砒素＊２ 河内町生板 0.01 0.009 
周辺調査を省略 

（近傍に井戸がないため） 
－ 

 

カドミウム 

境町伏木 

0.003 0.0006 

9 

1 0 0.0006 付近に検出項目（ト
リクロロエチレン、
少量の硝酸及びふっ
素）の使用実績のあ
る事業場があるが、
原因解明には至って
いない。 

トリクロロエチレン 0.01 0.007 1 0 0.007 

硝酸性窒素及び 

亜硝酸性窒素 
10 16 8 1 0.28～16 

ふっ素 0.8 6.7 1 1 6.7 

＊２ 有機砒素（DPAA）は不検出 

 

(3) 継続監視調査結果 

令和６年度に継続監視調査を予定していた309井戸のうち、採水不可であった9井

戸を除いた300井戸について調査を実施したところ、検出井戸は98井戸、基準超過は

185井戸であった。 

採水不可となった井戸については、周辺の井戸において調査を継続する等により

対応する。 

 

３ 住民からの通報等により覚知した地下水汚染事案について 

民家井戸の自主検査や、事業場等の土壌・地下水調査により発覚した地下水汚染に

ついては、「地下水汚染事案」として、茨城県地下水汚染対策事務処理要領に基づき

周知及び飲用指導や周辺工場等調査を実施した。 

なお、地下水汚染地区については、今後、汚染地区を代表する地点において、原則

として年１回、汚染状況の推移を監視するため継続監視調査を実施する。 

 

令和６年度に覚知した地下水汚染事案件数：７件 

表５ 令和６年度住民からの通報等により覚知した地下水汚染事案  
                               ※令和７年６月30日現在 

 項目 市町村 
環境 

基準値 

(mg/L) 

調 査 

井戸数＊3 

基準超過 

井戸数＊3 

最大検出 

濃度＊3 

(mg/L) 

検出等の原因 

 
硝酸性窒素及び 

亜硝酸性窒素 
かすみがうら市 10 8 2 15 

汚染井戸周辺に畑地や
畜舎があることから、
過剰施肥等に由来する
と考えられる。 

 
硝酸性窒素及び 

亜硝酸性窒素 
稲敷市 10 9 0 26 

汚染井戸周辺に畑地や
畜舎があることから、
過剰施肥等に由来する
と考えられる。 

 砒素＊４ 鹿嶋市 0.01 4 1 0.011 

付近の地質が下総層群
成田層であり、付近に
原因とみられる事業場
等がないことから、自
然由来の砒素と考えら
れる。 

 
硝酸性窒素及び 

亜硝酸性窒素 
龍ケ崎市 10 7 1 12 

付近に原因とみられる
事業場等はなく、原因
解明には至っていな
い。 
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硝酸性窒素及び 

亜硝酸性窒素 
龍ケ崎市 10 6 2 15 

汚染井戸周辺に畑地や
畜舎があることから、
過剰施肥等に由来する
と考えられる。 

 砒素＊４ 東海村 0.01 3 1 0.011 調査中 

 
硝酸性窒素及び 

亜硝酸性窒素 
つくば市 10 7 1 13 

有害物質使用事業所から

混酸が漏洩し、地下浸透 

＊３ 汚染覚知井戸を含む。 

＊４ 有機砒素（DPAA）は不検出。（ただし、覚知井戸では未測定） 
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別図 令和４～令和９年度 地下水質測定メッシュ図 

令和４年度（58 メッシュ） 

令和５年度（58 メッシュ） 

令和６年度（58 メッシュ） 

令和７年度（58 メッシュ） 

令和８年度（58 メッシュ） 

令和９年度（58 メッシュ） 

・市 街 地：2 km メッシュ（計 106） 

・その他の地域：5 km メッシュ（計 242） 


